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水産エコラベル一覧 



水産認証ラベルの仕組み 

水産ラベル⇒消費者・リテイルの選択⇒持続的な漁業 

（出典：MSC） 

漁業認証＋加工流通管理（COC）認証 



水産認証エコラベルの重要ポイント 

☆大前提：非持続的なものにラベルが付与されてはならない☆ 

認証基準・審査を緩めるインセンティブの存在 

But.... 

 ラベルの「認知度」を巡る競争  
  
 認証スキームの基準の「厳格性」と企業の参加のトレードオフ 

 
 ラベル使用料が運営団体の「収入源」 

 
 認証機関（CAB）は、審査が厳しいと「顧客獲得」が難しくなる 

 

ISO諸規格とFAOガイドラインの誕生 

① 基準の厳格性   ② 基準策定の透明性 
③ 認証機関(CAB)の独立性  ④ 審査過程の透明性 
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出典：GSSI掲載図を元に加工 

FAOガイドライン 
・天然（2005） 
・養殖（2011） 
・内水面（2011） 

水産認証エコラベルの全体図 

スキームオーナー 

ISOガイド59 



FAO水産物エコラベルガイドラインの誕生 

 ISOガイド59：標準化のための優れた実施基準 

 ISO17065：認証機関（CAB）に対する要求事項 

 ISO17011：認定機関に対する要求事項 

 ISO19011：監査のための指針 

FAO水産物エコラベルガイドライン（2005） 

 FAO責任ある漁業のための行動規範（1995年）  

＋ 

• MSCに反発する北欧諸国のイニシアチブ 

• 水産認証ラベルのボトムラインを設定 

 but かなり厳格 ⇒ グローバルな対抗業界ラベルが存在しない 



FAO養殖認証に関するガイドラインの誕生 

FAO養殖認証に関する技術的ガイドライン（2011） 

 FAO責任ある漁業のための行動規範（1995年）と技術指針 

 コーデックス委員会・食品輸出入検査認証の原則（1995年） 
 国際獣疫事務局（OIE）水生動物衛生コード（1995年） 
 ISO22000シリーズ：食品安全マネジメントシステム 
 ISO16665：水質－軟質海底大型動物相の定量的サンプリング及び 
            サンプル処理の指針 
 ISO23893－1：水質 - 魚の生化学的及び生理学的測定－パート１ 
     魚のサンプリング、サンプルの扱いと保存 

＋ 

＋ 

 ISOガイド59：標準化のための優れた実施基準 
 ISO17065：認証機関（CAB）に対する要求事項 
 ISO17011：認定機関に対する要求事項 
 ISO19011：監査のための指針 



ISO17065要求事項（抜粋） 

 公平性のマネイジメント(4.2)： 

  - 商業的、財務的、その他の圧力の排除 

  -公平性に対するリスクの継続的特定とその排除・最小化の実証 

 評価（7.4） 

  - 審査結果はレビューの前に文書化、審査担当者以外の者がレビュー 

 サーべーランス（7.9） 

  -  認証対象に対する定期的な監査 

 異議申立（4.6＆7.13） 

 - 文書化されたプロセスとその公開 

 - 認証活動に関与しなかった者がレビュー 

 - 異議申立の結果の申立者への通知 
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水産認証スキームの認証・認定機関 
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FAO水産ガイドラインのポイント 
－認証機関と認定機関－ 

 認定機関 

 - 既得権益からの独立と商業的、財政的、その他の圧力からの解放 

 - 異議・苦情処理手続きの公開と独立公平委員会の設置 

 認証機関 

 - ラベルスキームのオーナーからの法的、財政的独立性。 

 - 認証機関とそのスタッフが、評価対象漁業に商業的、財政的、 

   その他の利害を有しないこと。 

 - 異議・苦情処理手続きの公開と独立公平委員会の設置 

 - 定期的監査の実施 

※ 天然・養殖共通 



FAO水産エコラベルガイドラインのポイント 
－漁業管理－ 

MSY（最大持続生産量） 
漁獲量と自然増との均衡がと
れ総量の減少なしに毎年漁獲
可能な最大の生産量 

 管理システム 

 - 全漁獲死亡係数（F）に基づく適切な保全管理措置の決定 

 - 資源管理目標値（TRP）：「MSY」 

 - 限界管理目標値（LRP）：「加入乱獲」を防止する値 

 - 管理当局が「適切な資源管理措置」を採択し、効果的に実施 

 - 「予防原則」：科学的情報の欠如を措置を遅らせる理由としてはならない。 

 認証対象の漁業 

 - 資源量が「乱獲状態」（LRP以下）にないこと。 

※ 天然 



FAO養殖認証に関する技術的ガイドライン 

養殖動物の健康と福祉 

• 国内法規、FAO健康管理技術ガイドライン・OIE関連基準による健康

管理プログラムの実施 

• OIE養殖動物健康コードの関連規定に基づく動物・遺伝物質の移動に

よる病気及び病原体の移入伝染の防止 

• 隔離、定期的モニタリング、自然界への伝染防止のための管理措置の

実施 

 

 食品安全性： 

• 汚染リスクの最小化ないし汚染を制御できるエリアでの養殖場の設置 

• 餌の汚染の回避手続き（農薬、化学物質、生物的汚染） 

• 国内法及び国際ガイドラインに従った獣医薬の利用 

• 予防的獣医薬（特に抗菌剤）の利用禁止 

• 養殖操業と投入物のトレーサビリティと記録保管 



FAO養殖認証に関する技術的ガイドライン 

 環境の統合性 

• 事前の環境影響評価の実施 

• 悪影響の特定と国内法が要求する水準への制御・軽減措置 

• 養殖場・養殖場外の定期的なモニタリングと悪影響の把握 

• 環境改善措置がとられる適切な閾値の設定 

• 養殖魚の自然環境への流入を回避する措置 

• 孵化種苗の利用、天然種苗を利用する場合は責任ある方法での採捕 

• 外来種はリスクが受容可能な水準にあるときのみ 

• 遺伝子改変種利用の際の科学に基づくリスク評価、倍数体不可 

• 環境への悪影響を最小化するための責任ある餌、添加物、化学物質、

獣医薬の利用 

 

 社会経済的側面 

• 国内労働法とILO諸条約の遵守 

• 児童労働の禁止 



GSSIベンチマーキング：自称準拠問題への対応 

① FAOガイドライン準拠を認定 

② 多様なステークホルダーの参加（業界、NGO、FAO） 

③ プログレス 

 パイロットテスト（2013～） 

 

 
 

 ＆ ベトナムGAP・IndoGAP・Thai Agricultural Standard 

 ※ 日本のMELとAELは不参加 

 スキームの完成（2015.10） 

      が初認定（2016.7） 



GSSIベンチマーキングの全体像 





JAPAN PROBLEM！ 

 東京五輪でサステイナビリティを推進  ＊立候補ファイルで公約 

•           の社会全体への浸透 

•        （イベント・サステイナビリティ・マネイジメント規格）適用 

  ⇒ 適正な      を通じて資源管理・養殖管理の強化を促す機会！ 

 漁業者の怠慢 

 

 政府の怠慢 

 

 企業の怠慢 

 

 消費者の怠慢 

魚を獲り尽くす日本人！ 

乱獲を放置する政府！ 

魚を売り尽くす日本人！ 

魚を食べ尽くす日本人！ 

持続可能なレガシー 

ISO20121 

調達基準 



2020年 「五輪で国産食材」ピンチ 

 －調達へ認証進まず 

 
（『読売新聞』2015年7月27日） 

東京オリンピック：危機 or 機会？ 

『みなと新聞』 
2015年11月19日 

五輪後にどういうレガシーを築きたいのか？ 



 

 

 

FAOガイドラインに沿った調達基準を！ 

「豊穣の海」を子どもたちに！ 

資源・養殖管理を強化し、持続的な漁業！  

東京五輪のレガシー 



ご清聴ありがとうございました 

Isao Sakaguchi  
(isao.sakaguchi@gakushuin.ac.jp) 


